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清掃活動実施回数 11回
1,100人
100％
30％

清掃参加人数

今年度計画の達成度

活動の全体目標に対する
達成度

　荒川での私たちの活動により、市民の河川美化意識の高揚が図られ、人と
川とが共生する社会を一刻も早く実現したい。現状はまだまだその途上に
過ぎない。

　活動が広く知られ、協賛企業・団体も増えてきたが、参加者
の増加に伴い胴長靴等の装備品の購入費用も増加し、資金
面での不安は付きまとう。ボランティア参加者の熱意を糧と
してさらに活動の輪を拡大していきたい。

　河川清掃活動そのものの継続を図ること。活動は人口に膾炙し、参加者も
増加傾向にあるが、 活動を支える資金の確保を目指す。当面、参加者は年間
1,300人を目標とする。

　１月を除く毎月１日曜日を活動日とし、11回清掃活動を実施した。毎回、2
～5トンのゴミ（バイク、自転車等の粗大ごみを含む）を分別回収した。一般的
なプラスティック等のごみは減少傾向が見られないが、粗大ごみについては

今後の
展望

河川清掃風景

回収ごみの一例

年々明らかに減っている。少なくとも、清
掃活動が周知されつつあり、河川への不法
投棄防止につながっていると推察される。
清掃への参加者は、高校生や協賛企業社
員などが増えている。今後は一般市民の参
加を呼びかけていきたい。

課題

目標

活動内容と成果

■苦労した点
　資金調達のほか、現場
の悩みとして胴長靴は蒸
れやすく、異臭が残るため
装着に不快感を伴う。

■工夫した点
　資金面では、協賛企業
の獲得に努めた。胴長靴に
ついては、使用後、オゾン
による消毒等の方策を検
討中。

苦労した点と工夫した点


